
令和２年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

 （１）都立富士森高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

  （２）事務局の構成 副校長 、主幹教諭（教務主任）、経営企画室長    計３名 

  （３）内部委員の構成 

     校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭（教務主任）、 

    主幹教諭（生活指導主任）、主幹教諭（進路指導主任）        計６名 

  （４）協議委員の構成  

    近隣小学校長、近隣中学校長、近隣自治会長、民生・児童生委員、 

    本校同窓会会長、本校ＰＴＡ会長                  計６名 

 

２ 令和２年度学校運営連絡協議会の概要 

  （１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

   第１回 令和２年６月 書面開催  

    出席者  協議委員５名(書面によりご意見を頂いた協議委員数)   

    内容 委員委嘱、委員紹介、協議会趣旨説明、学校経営計画 

       本年度の学校運営状況及び各分掌からの説明等 

第２回 令和２年１１月 書面開催 

 出席者  協議委員６名(書面によりご意見を頂いた協議委員数) 

内容 本年度の学校運営状況 

第３回 令和３年２月 書面開催 

出席者  協議委員６名(書面によりご意見を頂いた協議委員数) 

内容 学校評価アンケート集計結果、本年度の学校運営状況 

 （２）評価委員会の状況 

   第１回 令和２年１１月 書面開催 

 出席者  協議委員６名(書面によりご意見を頂いた協議委員数) 

内容 令和２年度学校評価の概要(外部への学校評価は未実施となる) 

第２回 令和３年２月 書面開催 

 出席者  協議委員６名(書面によりご意見を頂いた協議委員数) 

内容 学校評価アンケート集計結果の分析及び考察 

 

３  学校運営連絡協議会による学校評価 

  （１）学校評価の観点 

    ・本校の教育活動についての生徒・保護者の理解度 

・生徒・保護者の要望に応える教育活動が行われているか 

・地域住民から見た本校の状況(本年度は未実施) 



 （２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

     １２月 保護者   ４９６名(約５２％) 

     １２月 教職員    ３４名 

     １２月 生徒     ９４４名 

     １２月 地域住民  (本年度は未実施) 

（３）主な評価項目 

     学校運営、学習活動、生活指導、進路指導、その他（特別活動、施設・設備）、 

     学校からの情報発信、本校への要望等の評価項目を、学校の実態に合わせて適宜設定する。 

 （４）評価結果の概要 

【生徒による学校評価】 

・生徒による学校評価の結果は、４と３の割合が前年度の割合（％）と比較して５ポイント以上上昇

したもの３項目、低下したもの０項目となり、全体的に評価が上昇傾向であった。  

・本年度は臨時休業、学校行事の中止・延期など、例年とは異なる学校生活が続いたにもかかわらず、

昨年度に引き続き、全体としては学校への評価は高くなっている。 

【保護者による学校評価】 

・保護者による学校評価の結果は、４と３の割合が前年度の割合（％）と比較して５ポイント以上上

昇したもの、低下したものはともに０項目であったが、昨年度および一昨年度に比べ評価が、上っ

ている項目が多い。 

・評価が下がった項目は、1 の「本校の生活は楽しく感じられているか」や４の「本校には他校にな

い特色があると思いますか」など、臨時休業などが続いた本年度の学校生活では、判断に困ると思

われる内容があったためと思われる。 

【教員による学校評価】 

・教員による学校評価の結果は、４と３の割合が前年度の割合（％）と比較して５ポイント以上上昇 

 したものは１３項目、低下したものは１項目であった。  

・これまでにはない社会状況下による教育活動を行った１年間であったが、１の「生徒は総合的に見 

 て学校に満足していると思いますか」の項目については約１０％高くなっている。 

【地域住民による学校評価】 

・本年は実施することができなかったが、例年は、４の「登下校時での通学マナー」の項目について 

 の評価が低い。これは、自転車の乗り方や通学マナー、身だしなみや礼儀などに対しての生徒指導 

 に対して、地域住民の方が関心を頂いていることが分かる。 

（５） 評価結果の分析・考察（学校及び校長への意見・提言内容）  

・生徒、保護者とも、全般的には学校に肯定的な評価となっているが、「学習指導」・「進路指導」・「学

校行事」等について、今後とも力を入れてほしいと感じていることが推察される。  

・地域住民の方は、自転車の乗り方や通学マナー、身だしなみや礼儀などの生活指導に関心を頂いて

いることが推察される。通学マナーや身だしなみなどの生徒指導ついて、今後とも改善を続けてい

くことが求められているといえる。  

  



４ 学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価への反映） 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

・本年度は書面による開催のため、協議会からの意見を学校の教育活動に反映させることは難しかっ 

 た。しかし、例年どおり、進学実績の向上という最大の目標に対しては、保護者への進路説明会な

ど 

 による教職員と保護者の連携が、生活指導については、自転車などの通学マナーの改善に向けて努 

 力を継続する必要がある。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

・部活動、学校行事等と学習・進路活動の両立の推進という重点目標を実現するため、昨年度、部活

動運営指針を見直し、特に３学年については進路活動を優先させる指導を徹底した。これに対し、

部活動が従来どおり実施できない等の理由での生徒・保護者からの自由意見が複数寄せられた。学

校の方針が生徒・保護者に正しく伝わるよう、今後も継続して様々な形で情報を発信していく。 

・本年度は、従来どおりの学校行事、部活動の実施が難しい中であったが、評価が下降した項目につ

いては十分な分析を行い、改善に向けた具体策を実行する必要がある。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

・学校の特色や教育方針は中学生や地域の方々に理解されるように広報を充実させ、生徒募集での入

試倍率の向上につなげる必要がある。今後も、さまざまな形で情報を発信し、地域との連携を基盤

とした募集・広報活動を一層推進する。 

・受験の指導だけでなく、部活動や学校行事等との両立を実現させるための具体的な指導、環境整備

について、今後も全教職員の連携の下、推進していく。 

（２）学習指導 

・授業に関する項目は昨年度と比べて上昇している項目が多いが、これまでのアクティブラーニング

推進校としての実践を活かし、さらに授業を工夫し満足度を高めていく努力が必要である。 

・受験指導に対する生徒の要望も年々高くなり、学力向上を目指してくために、学習室などの学習場

所やサポートティーチャー、学習サークル「学びの森」などの取組は、この層の希望を受けとめ充

実させていくことが、一層必要である。 

（３）特別活動 

・本年度は、十分な地域連携を行うことが難しかったが、社会情勢が落ち着いた際には、例年同様、

地域とふれあい活動、地域への訪問活動やイチョウ祭りなどへの部活動の参加を継続していきたい。 

（４）生活指導 

・生活指導は、今の程度の指導が適切であるととらえている保護者が増えてきているが、遅刻防止指

導や自転車の乗り方、マナーについて、及び生活規律を遵守する指導を一層徹底させる必要がある。 

・校内、校外での様々な活動を通じて、学校の代表としての自覚を持った行動を促すことにより、生

徒の社会性の育成を図っていく。 

  



（５）進路指導 

・進路指導については、進路に関する三者面談の充実などの意見が複数あった。生徒と保護者の希望

が必ずしも一致しない場合もあるため、保護者との連携を深める機会を一層充実させる必要がある。 

・ここ数年、保護者が「本校で特に力をいれてほしいこと」の項目では、進路指導・受験指導に対す

る期待が大変大きいことが分かる。今後も、最後まで志望校を目指して学習させるなど進路指導を

一層充実させていく。 

（６）健康・安全 

・安全・安心な学校を推進することが必要であると同時に、台風等の悪天候や災害発生時の対応につ

いて自分で考え行動できるような指導を実施する。 

・通学時の自転車事故が起きており、また、通学時に不審者と遭遇する事件も増えている。今後も、

安全に対する意識を指導育成していく。 

 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合【昨年度参考】 

（１）協議委員人数 ６人 

（２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

ど ち ら と

も 言 え な

い 

あ ま り そ

う 思 わ な

い 

そう思わ 

ない 

分 か ら な

い 
無回答 

４ ２      

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 ０回 延０人    企画調整会議 ０回 延０人 

 

８ その他 

・本年度は、コロナ禍の社会状況のため、書面による協議会の開催とし、地域住民の方へのアンケー

トは実施することができなかった。 

 

 


